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ってしまったんです。この 70 年をどう取り戻すのかというのを、実は、70 年経
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って初めて気づいたわけではなく、戦後 50 年のときにも、60 年のときにも、ど











































































































































































かり認識するためには、13 世紀の元寇以来日本の軍事国家が 700 年間続いてい
るという、世界でも例のない、そういう認識が日本人にあるでしょうか。
そういうことを勉強することによって、在日も日本人も共に住んでいける社会、
共生できる社会をお互いにつくっていきたいと思います。
道場：ありがとうございました。パネリストの方々から最後に一言ずついただい
てまとめをしたいと思います。梁さん、崔さん、最後にリケットさんというふう
にお願いできますでしょうか。
──「虐殺の時代」をどう食いとめるか
梁 ：崔さん、最初のお話の中で虐殺の時代が来るという危機感を語られました。
それを聞きながら、もし他者に対する、在日朝鮮人だけではなく、異質なものに
対する虐殺というのが始まる時代を迎えたとしたら、それはこの日本の破滅がそ
のあとすぐに来るということだと思いました。なので、虐殺される側だけではな
く、虐殺する側のためにも絶対にそういう時代を迎えてはならないんだというこ
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とを説明していくしかない。そのためには、かつての戦争で何が起きたのかとい
うことを具体的に語っていくことから始めるしかないと思うんです。
私は大学で非常勤として週に何回か朝鮮語を教えているだけで、朝鮮語の授業
なのになぜか慰安婦問題を語っているという、そういう経験をしているだけです。
基本的には運動が中心の生活をしてきました。ですので、運動するものは絶対に
希望を捨てちゃいけないと思ってるんです。この社会に希望があると語っていか
なければ運動する意味がなくなってしまいますね。
運動家という意味でも、私がのほほんとしていた 80 年代に指紋押捺拒否運動
をしていた木元さんとか静伊さんとか、懐かしい方々が一生懸命やってるときに、
私はなんにもやらないで 90 年から突然この慰安婦問題やったというだけです。
そういう時代を迎えないために、私はこれからも希望はあると思って、この国は
そんなに絶望的な国ではないと思って活動していきます。
それから、崔さんが反日といっても反日本帝国主義だ。反日本軍国主義なんだ
とおっしゃいました。私もそれに同意しますけれども、私はさらにもう一つ乗り
越えて、日本だけではなくて、反国家主義、反権力なんですよね、私たちの闘い
は。それを若者たちにも説いていきたい。そうでないとおんなじ弱い個人として
のあなたたちと私たちが一緒につぶされてしまうということを説いていきたいと
思っています。
崔 ：最後に私のほうからお話したいことは、ヘイトスピーチ、排外主義といい
ますけど、それは、外国人、朝鮮人を排外しているだけではなくて、本当は日本
社会の社会性だとか、日本人の人間性を排外することになるということです。
繰り返し言ってきましたけど、歴史＝物語が語り継がれていないことや、他者
がいて自分がいるという人間存在としての基本的な感覚の崩壊が、慰安婦問題を
はじめとする歴史修正主義を生み出しているし、ヘイトスピーチの問題の根っこ
にはあると思います。同じ質の問題として、性の問題もある。レイプ物が象徴す
るように、日本のサブカルチャーが性的にどんどん過激化する中で、性も崩壊し
ています。女性の性だけではなくて、男性の性も、あたかもレイプを肯定するよ
うな形で欲求をコントロールされながら、壊されています。レイプ物が巷にあふ
れていることと「慰安婦はなかった」という暴言は、そんなに離れていません。
人間性が排外されているというか、壊れている。魂がどんどん壊されている。そ
の先にあるものは何か。その最悪を予感して、そこに踏みとどまって、それを言
葉にする。それが抵抗だと受け止めています。
今の梁さんの反国家。全く私も同感です。私は先ほど、日本という国家を拒否
すると宣言しましたが、それは日本国家だけじゃなくて、国家そのものを拒否す
るという意味でもあります。国家ならびに国家主義には、ホトホト愛想が尽きま
した。国家はろくなことしてこなかったじゃないですか、今まで。
同時に、性の商品化もそうだし、人災である東電の原発事故もそうだし、現在
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の安保法案の裏にある日米の軍産複合体もそうですが、資本主義の暴力が、どん
どん過激になってきて人間社会をどんどん壊している。国家主義、資本主義、い
ずれも近代の産物ですが、もうどんどん近代の暴力が歯止め利かなくなって、人
間の魂をどんどん壊している。人間性をどんどん排外しています。反国家、反資
本主義というか、もう近代をやめるというか、「近代を降りる」という感覚ですよ
ね。もう近代はいい。国家とか資本主義とかはもういい。「降りる」という生き方
ですね。
今の世界はグローバリゼーションの論理だけでがんがん行っていますけど、そ
のグローバリゼーションを逆転して、沖縄の人とか、台湾の人とか、いろんな人
たちと出会いながら、東アジアの共生の物語をもう 1 回つくり直して、それを語
り継いでいくということはできると思うし、私自身はもう始めています。もっと
も、沖縄や台湾、東京にも飛行機で行きます。近代、資本主義の恩恵を受けてい
るのですが、その辺は適度にうまく利用しながら、他者と出会って、関係性や共
生の社会をもっと豊かにして、それを自分の下の世代、子どもたちや学生たちに
伝えていきたいなと考えています。
だから私は、決して絶望で終わってなくて、今の日本社会はやはり破綻してる
と思っていますけど、でも、その先には復活があるというか、終わりは始まり、
終わったらまた始まるというふうに、破綻のその先を見据えています。だから、
大事なのは終わりを直視すること。破綻と向き合うことです。今の日本社会には、
絶望がないじゃないですか。あれだけの原発事故を経験し、まだなんにも収束し
ていないのに、今ではファシズムが再来しているのに、この生温さはなんなのか。
絶望が足りないし、ヘイトスピーチの暴力性も全然受け止めてない。そういうも
どかしさがあって、今日は暗い話をしましたけど、私自身は再生の物語を生きて
います。
最後に。先ほども述べましたが、指紋押捺拒否運動の時代、あの頃、私は先達
の抵抗を、尊厳を取り戻す運動を「ケッ」と思っていました。日本人として。で
も、それが逆転して今ここにいるという、そういう自分の人生を振り返ってみた
ときに人生何があるかわからないし、逆転があり得ると思います。私自身、現在
進行形で尊厳を取り戻しているし、生き直している。リケットさんや呉監督、そ
して指紋押捺と闘ってきた先輩たちと、今日こうやって出会い直せていることに
喜びを感じていますし、語り継ぐことの大切さを噛み締めています。指紋押捺拒
否運動を語り継ぐ。他者の尊厳への努めを語り継ぐ。そういう気持ちです。今日
はありがとうございました。
リケット：グローバル化に伴う社会の激変に襲われて、先行き見えず不安を感じ
ている人びとが多くなっています。僕も崔さんと同じく、資本主義の破綻と再編
が迫っているような気がします。そのなかで、日本の保守体制はアメリカの言い
なりになりつつも、米国の軍事力を利用して日本を「ふつうの国」、つまり世界
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のどこでも戦争できる国にしたいのです。平和憲法、言論の自由など、戦後改革
の骨抜きを条件に。日米同盟の下に準戦時体制のレールがもう大体敷かれている
けれども、国民がそれに乗るかどうかというのが現政権のジレンマですね。政府
は、「慰安婦」の否定、教科書の「修正」、ヘイトグループの暴走を基に排外主義
と被害妄想を増幅して、一般人の不安を、「強い国家」「強いリーダー」への期待を
高めることですり替えようとしているように見えます。道場さんや崔さんと同感
です。
この流れに対して、僕も強い危機意識を抱きながら、希望も持っています。希
望というより、この 20 数年間につき合ってきた学生たちから逆に励まされてき
たことや学んだことが多々あります。崔さんが言うように、とりわけ若者には、
いい刺激さえ与えれば、誤った認識を捨てて人生を変える力が大いにあります。
和光では、そのことを絶えず自覚してきました。
先ほど、「カウンター」の人たちの話に触れました。一人の在日外国人を囲んで
支援の行動をとるような 80 年代の指紋押捺拒否運動とは異なり、カウンターの
人たちは、自らのプライドと感性と良心が許さないヘイトスピーチに対して、体
を張って異議申し立てをしてきました。確かにそれだけでは、日本人と在日朝鮮
人との歪んだ関係が大きく変わるわけじゃないだろうし、プライドの話となると、
別種類のナショナリズムに切り替わる可能性がなくもないでしょう。けれども、
僕は一外国人として、そして一日本住民としても、カウンターの人たちが日本社
会の現状への拒否、ヘイトグループに対して立ちはだかって対抗勢力を作ったこ
とはうれしく思っています。
ひとりの人間の力は微々たるものだし、自分が有効に影響を与えられる人は、
身の回りの人たちでしょう。とりあえず、個々の人が望ましいと思われる世界を
周囲と確認しつつも共に作ってみるしかない。でも、梁さんが指摘して下さった
ように、その小さな世界の中にも、皆が同じように見えても同じようではありま
せん。社会からくる秩序が存在するし、上下関係の中にさまざまな主体と立場性
もせめぎあっています。民族的ルーツ、「障害」の有無、性的指向、ジェンダー・
アイデンティティ等々はその一部です。その差異の自覚と自分の世界観の中にあ
る「他者」を仕分ける心に向かい合う努力からは、いろんなことが始められます。
この 22 年間に多様な学生とのつき合いのなかで、それを確認してきたし、これ
からもその可能性に期待をかけたいと思っています。
道場：パネリストの皆さんありがとうございました。（拍手）
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